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別記様式１（第４条関係） 

 

沼津工業高等専門学校未来創造ラボラトリー利用申請書 

 

令和  年  月  日 

 

  沼津工業高等専門学校長 殿 

 

                         申請者（利用責任者） 

                          所  属： 

                          職  名： 

                          氏  名：            ㊞ 

 

 下記のとおり沼津工業高等専門学校未来創造ラボラトリーを利用したいので、申請します。 

 なお、利用にあたっては、地域創生テクノセンター及び未来創造ラボラトリーの利用に関する規定を

遵守いたします。 

 

記 

 

区  分 □新 規  □継 続  □その他（                  ） 

事業名称 
（活動テーマ） 

○○の開発に関する研究 

利用目的 

「事業名称（活動テーマ）」の説明・補足を記載ください。 

利 用 者 

及び 

利用形態 

[所属・氏名・電話番号・Mail] 

 

 

□常 駐  □不定期（                     ） 

利用期間 
令和  年  月  日 ～ 令和  年  月  日 
 

※複数年度にまたがる申請はできません（年度ごとに申請が必要です）。 

利用室名 未来創造ラボラトリー(20㎡) 

搬入機器 

[名称・規格・数量] 
重量物を搬入する場合は、床面を傷つけないための方策（工夫）を併せて記載ください。 

そ の 他 
特記事項 

 

（裏面に続く）  
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【事業計画の概要】 

※事業パンフレット、技術・製品の資料（カタログ）等の参考書類を添付してください。 

～必要に応じて枠を広げて記入ください。～ 

(1) ラボラトリーで行う事業の内容 

当該事業のポイントを理解しやすい用語で記載してください。 

または、事業のあらましが分かる図表を添付して頂いても構いません。 

(2) 本校のＣＯＯＰ教育（インターンシップ受入やキャリア教育実施等）に協力できること 

・事業内容を学生のインターンシップ等にどのように関連付けられるか記載ください。 

・短期インターンシップ[30時間程度]、長期インターンシップ[４か月程度]の学生を受入れるにおい

て、受入テーマ・実習概要が決まっておりましたら、記載ください。 

(3) 本校と実施予定の共同研究又は事業化予定の研究開発テーマの内容 
[共同研究実施希望教員がいれば、その氏名を併せて記載してください。] 

・本校との共同研究の関連可能性や、事業化予定の研究開発テーマを記載ください。 

・取り組みテーマが複数あれば、テーマ毎に具体的に記載ください。 

(4) 事業の特徴（事業の背景、独自・新規性、市場の状況、解決しなければならない課題 など） 

・事業の背景、独自新規性、市場の状況を踏まえ、どのような自社の強み及び競争優位性があり、ど

のような製品やサービスを販売して収益をあげるかを記載ください。 

・事業の実現にむけて解決しなければならない経営上の課題があれば、記載ください。 

(5) 事業予定及びその準備活動のスケジュール 

・事業予定 実用化の目途：〇年〇月頃、事業化の目途：〇年〇月頃 

・準備活動のスケジュール（基本計画を時系列で記載ください。） 

１年目：〇〇を効率化するための基礎研究 

２年目：〇〇モジュールの完成及び〇〇の技術確立（特許申請）、投資家募集活動 

３年目：試験生産（実用化）、販路拡大に向け各種展示会出展 

４年目：商業生産（事業化） 

※複数年度の準備活動スケジュールであっても、利用許可期間は１年度となります。 

※収支計画や資金計画を策定されている方は添付してください。 

※入居期間中、沼津高専に期待することがあれば、記載ください。 

(6) これまでの本校との連携活動状況（インターンシップ受入や共同研究の実績 など） 

これまでの本校とのインターンシップ受入実績や、本校教員との共同研究の実績などを記載くださ

い。 


